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（
質
問
の 

二
） 

答

弁

第

二

号 

    

衆
議
院
議
員
橫
山
利
秋
君
提
出
恩
給
法
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
第
二
号 

昭
和
三
十
年
四
月
五
日 

衆

議

院

議

長 

益 
谷 

秀 

次 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

鳩 

山 

一 

郞 

一 

 



 

三 

衆
議
院
議
員
橫
山
利
秋
君
提
出
恩
給
法
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

「
本
籍
か
ら
離
れ
た
と
き
」
、
「
本
籍
か
ら
転
籍
し
た
と
き
」
又
は
「
本
籍
の
変
更
」
に
よ
つ
て
は
遺
族
が
扶
助
料

を
受
け
る
権
利
又
は
資
格
を
失
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
、
質
問
の
趣
旨
は
恩
給
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
五
号)

に
よ
る
改
正
前
の
恩
給
法(

以
下
「
改
正
前
の
恩
給
法
」
と
い
う
。)

第
七
十

六
条
又
は
第
八
十
条
に
い
う
「
其
ノ
家
ヲ
去
リ
タ
ル
ト
キ
」
を
い
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

恩
給
法
の
一
部
を
改
主
す
る
法
律(
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
五
十
五
号
。
以
下
「
法
律
第
百
五
十
五
号
」
と
い

う
。)

附
則
第
十
条
及
び
第
二
十
八
条
が
、
旧
軍
人
の
遺
族
の
身
分
関
係
に
つ
い
て
は
、
そ
の
当
時
の
法
律
に
よ
る

こ
と
と
し
、
「
家
ヲ
去
リ
タ
ル
ト
キ
」
は
改
正
前
の
恩
給
法
に
よ
つ
て
扶
助
料
を
受
け
る
権
利
又
は
資
格
を
失
う
べ

き
事
由
に
該
当
す
る
こ
と
と
し
た
の
は
、
民
法
そ
の
他
の
法
律
と
同
様
の
法
理
に
従
つ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
す

な
わ
ち
、
一
般
に
、
あ
る
個
人
の
身
分
関
係
に
つ
い
て
は
、
そ
の
身
分
の
異
動
が
生
じ
た
当
時
に
お
け
る
法
律
に

よ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
効
果
も
そ
の
時
に
お
け
る
法
律
に
よ
る
べ
き
で
あ
つ
て
、
現
に
民
法
の
一
部
を
改
正
す 



し
た
が
つ
て
、
扶
助
料
権
の
得
喪
に
つ
い
て
は
、
法
律
第
百
五
十
五
号
附
則
第
十
条
及
び
第
二
十
八
条
の
規
定

の
よ
う
に
措
置
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。 

る
法
律(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十
二
号)

附
則
第
四
条
も
同
様
の
法
理
に
基
い
た
規
定
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 

四 

 




